
 

陸上自衛隊Ｖ－２２オスプレイの飛行再開について（要請） 

 

令和６年１０月２９日、当連絡会は、沖縄県にある与那国駐屯地での陸上自衛隊Ｖ-２２オ

スプレイの機体の一部損傷事故を受け、事故の経緯、原因及び再発防止策を踏まえた対応策

を明らかにすること、陸上自衛隊Ｖ－２２オスプレイの点検整備を強化するとともに、安全

確保の徹底を図ること、原因が判明し、再発防止策がとられるまでの間は、陸上自衛隊Ｖ－

２２オスプレイの飛行を見合わせることなどを要請しました。 

この度、令和６年１１月１４日、北関東防衛局から、「陸自Ｖ－２２の航空事故の調査結果

について」として、情報提供がありました。その中で「陸上幕僚副長を長とする航空事故調

査委員会」は、今回の事故に関して「物的要因及び外的要因が本事故に関連がなく、人的要

因に起因する事故であること」を確認し、「令和６年１１月１４日（木）以降、今般の事故調

査結果を踏まえ、再発防止策を徹底し、飛行を再開」との説明がありました。 

今回の事故も含め、基地周辺住民にあっては、オスプレイの安全性に対する不安を更に募

らせている状況を十分に認識され、次のとおり対応するよう要請します。 

 

記 

 

１ 日常の点検整備の強化に加え、今回講じられる再発防止策を十二分に行い、安全な運用

を徹底すること 

２ 今回の事故原因となった人的要因を排除するための根本的な再発防止策を引き続き検討

すること 

３ 飛行再開にあたっては、立川飛行場周辺住民に対し、国の責任において丁寧な説明を行

うこと 
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